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第 1 章

概要

このマニュアルは、Ciscoワイヤレス LAN（WLAN）ソリューションの一部として、Cisco
2800/3800シリーズアクセスポイントの動作理論および設置について記載しています。関連す
るテーマは次のとおりです。

•適切なアクセスポイントの選択、製品番号、および説明

•サポートされるコードバージョン

• AP 2800と AP 3800の違い

•物理的な詳細/ハードウェアの詳細、取り付けオプション、ブラケットの選択

•病院およびクリーンルーム環境を含むサードパーティの取り付けオプション

•フレキシブルラジオアサインメント（FRA）およびアーキテクチャの概要

•マクロセルとマイクロセルの概要

•セル間のローミングの観察

• I、E、および Pバージョン間の FRAにおけるハードウェアの違い

•承認済みアンテナと新しい FCC規制 –Bドメイン

• AP 2800および AP 3800の電源オプションと要件

• AP 3800およびマルチギガビットイーサネット（mGig）
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第 2 章

適切なアクセスポイントの選択

•モデル（3ページ）
•製品番号と説明（4ページ）
•サポートされる、AP 2800およびAP 3800と互換性があるコードバージョン（5ページ）
• AP 2800と AP 3800アクセスポイントの違い（5ページ）
•機能の違い（7ページ）
• AP 2800および AP 3800のポート（8ページ）
•モジュール性およびスマートアンテナコネクタポート（9ページ）

モデル
Cisco 2800および 3800シリーズアクセスポイントはミッションクリティカルのサポートとそ
れぞれのクラス用途で最高のものを必要としているお客様を対象としています。AP 2800/3800
は、革新的なアンテナテクノロジーである ClientLink 4.0を実装したものです。ClientLink 4.0
は、Multiple Input Multiple Output（MIMO）構成で 4x4と呼ばれる、4つの送信無線と 4つの受
信無線から構成され、3つの空間ストリーム（3SS）をサポートします（4x4:3）。このタイプ
のアンテナシステムを、最大 256 QAMと最大 160 MHzチャネルボンディングをサポートす
る追加の変調符号化方式（MCS）レートと一緒に使用すると、最大 5 Gbpsのレートをサポー
トできます。

ClientLink 4.0は追加のアンテナ（N+1）と共にこれらの機能を使用し、すべての 802.11a/g/n/ac
のほか、現在では 3つの空間ストリームをサポートするものを含む ac Wave-2クライアントの
ビームフォーミングを可能にします。

Cisco Aironet 2800/3800シリーズ Access Point導入ガイド
3



図 1 :アクセスポイントポートフォリオの配置

アクセスポイントは 3種類のモデルが使用可能です。

•キャプチャアンテナ（ハウジングの構成部分となっていて取り外しできない）を持つ内部
アンテナのバージョンには「i」というラベルが付いています。「i」シリーズは、オフィ
スの美的景観を第一に配慮する企業向けの屋内設置用として設計されています。

•「e」というラベルが付いた外部アンテナのバージョンはより堅牢であり、外部アンテナ
および/または拡張動作温度の必要性がある病院、工場、倉庫などの場所での産業用に設
計されています。「e」バージョンは、最も要求の厳しい環境での用途向けのNEMAラッ
ク内への取り付けもサポートします。

•プロフェッショナルな導入環境向けのアクセスポイントは、「p」シリーズというラベル
が付けられ、屋外の用途で使用できます。

製品番号と説明

説明SKU

単一ユニット。内部アンテナモデルAIR-AP3802I-x-K9

10パック。内部アンテナモデルAIR-AP3802I-xK910

単一ユニット。外部アンテナモデルAIR-AP3802E-x-K9

10パック。外部アンテナモデルAIR-AP3802E-xK910

単一ユニット。内部アンテナモデル。構成可

能

AIR-AP3802I-x-K9C
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説明SKU

10パック。内部アンテナモデル。構成可能AIR-AP3802I-xK910C

単一ユニット。外部アンテナモデル。構成可

能

AIR-AP3802E-x-K9C

10パック。外部アンテナモデル。構成可能AIR-AP3802E-xK910C

サポートされる、AP 2800および AP 3800と互換性がある
コードバージョン

AP 2800および 3800をサポートする最小バージョンは次のとおりです。

•ワイヤレス LANコントローラ（WLC）AirOSリリース 8.2MR1

• Polarisリリース 16.3

• Primeリリース 3.1MR1

• MSEまたは CMX 10.2.2

• ISE 2.0

AP 2800と AP 3800アクセスポイントの違い
AP 2800と AP 3800の機械的外見はほとんど同じです。

図 2 : AP 2800および AP 3800（Iおよび E）バージョン

AP 3800は「P」バージョンでも使用可能です。外部アンテナ「E」バージョンは最大 6 dBiの
アンテナゲインを許可し、「P」バージョンは最大 13 dBiを許可します。
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図 3 : AP 2800/3800

2800と 3800では重みと厚みにわずかな違いがあります。AP 3800は mGig（NBASE-T）のサ
ポートとオプションモジュールサポートがあるため、やや堅牢です。左側の AP 2800は滑ら
で、放熱フィンがありません。

図 4 : AP 2800/3800の寸法

モデルにより厚みはわずかに異なります。
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図 5 : AP 2800および AP 3800の寸法

重量はモデル間でわずかに異なります。AP 3800「E」および「P」バージョンの両方と 2800e
は 2.1 kgです。AP 3800iは 2.0 kgです。AP 2800iは 1.6 kgです。

（注）

両製品ともに 2700/3700 2700/3700シリーズアクセスポイントと同じブラケット、
AIR-AP-BRACKET1および AIR-AP-BRACKET-2を使用します。

機能の違い
基本的な機能の比較は次のとおりです。
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図 6 : 2800と 3800シリーズの機能比較

AP 2800および AP 3800のポート
AP2800はAP3800に似ていますが、ローカル電源入力およびmGigPoEポートがありません。
また、USBポートは横向きに付いています。

図 7 : 2800シリーズのポート
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図 8 : 3800シリーズのポート

AP 3800は右側にローカル電源のジャックがあります。これは新式のコネクタで、AP 2700お
よび AP 3700シリーズで使用されていた古い AIR-PWR-B電源と互換性がありません。このコ
ネクタの詳細については、AP 2800および AP 3800の電源オプションを参照してください。

また、AP 3800には mGigポートのほか、外部モジュール用のポートもあります。

図 9 : 3800シリーズの外部モジュールポート

モジュール性およびスマートアンテナコネクタポート
AP 3800には以前の AP 3600および AP 3700シリーズの元のモジュール設計と少し異なるモ
ジュール性サポートがあります。このモジュール設計はアクセスポイントの側面への設置を可

能にします。このため、より大きなアンテナ列が可能になり、アクセスポイントの物理的なサ

イズに制限されることがなくなるので、シスコおよび可能性のあるサードパーティのモジュー

ルの導入が制約されることがありません。また、セルラーおよびそのほかの無線共存のため

に、フィルタリングが AP 3800にインストールされています。

「E」および「P」シリーズの外部アンテナコネクタは以前のアクセスポイントのアンテナコ
ネクタと同じです。アクセスポイントがデュアルバンド（2.4および 5 GHz）動作（デフォル
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トのモード）で使用される際の動作に違いはありません。RFカバレッジとセルのサイズは以
前のAP2700および3700シリーズと同様なので、新しくサイト調査を行う必要はありません。

以前の外部アンテナバージョンとは異なり、新しい 2800および 3800シリーズアクセスポイ
ントは、デュアル 5-GHz動作の機能をサポートします。このモードでは、外部アンテナモデ
ルでスマートアンテナコネクタを使用する必要があります。なぜなら、追加の5-GHz無線は、
プライマリ 5-GHz無線によって使用されるアクセスポイントで同じ上部アンテナを使用でき
ないからです。

スマートアンテナコネクタが設置されると、XOR無線（ソフトウェアで無線 0と定義される
無線）の RFはスマートアンテナコネクタに切り替わります。

図 10 : AP 2800eおよび 3800eの外部コネクタポート
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第 3 章

物理ハードウェアおよび取り付けオプショ

ン

•アクセスポイントの物理ハードウェアと取り付けオプション（11ページ）

アクセスポイントの物理ハードウェアと取り付けオプ

ション
AP 2800と AP 3800の物理的な寸法は似ていますが、外観に若干差異があります。これは主に
モジュール性やマルチギガビットサポートといった異なる機能に対応するためで、幅がわずか

に異なります。

ビジネス要件に応じて使用可能なさまざまな設置オプションがあります。ブラケットは、シス

コおよびサードパーティ企業から入手できます。発注段階で、お客様は2種類のブラケットの
うち 1種類を選択できます（両方は選択できません）。各ブラケットは設定時の 0ドルオプ
ションです。お客様がブラケットを選択しない場合、デフォルトでは、天井設置用の一般的な

AIR-AP-BRACKET-1が選択されます。もう 1つの選択肢は、製品番号AIR-AP-BRACKET-2の
ユニバーサルブラケットです。

AP 2800および AP 3800は AP 2700および AP 3700と比べてかなり重量があります。これは、
使用するコンポーネントを強化して設計したためです。それらには12個の無線トランシーバ、
メモリの追加やプロセッサパワーの強化のほか、AP 3800の mGigなどの追加されたイーサ
ネット機能、オプションのモジュールサポートが含まれます。

（注）

取付ブラケットと天井レールは重くなった重量を容易に扱うことができ、通気口が不要な堅牢

なアクセスポイントを実現し、商業的な企業環境だけでなく工場などの製造現場でも製品を使

用できるようにすることを目的としています。
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図 11 :アクセスポイントのブラケットの選択

APをグリッド構造の天井に直接取り付ける場合は、AIR-AP-BRACKET-1を使用すると、同一
面上に平らに取り付けることができ、最も目立ちません。ただし、電気ボックスやその他の配

線器具、または NEMAラック内や壁面に APを取り付ける場合は、AIR-AP-BRACKET-2の方
がはるかに適切です。ブラケットの余分なスペースを使って配線でき、追加の穴が多くの一般

的な電気ボックスに合わせて並んでいます。ブラケットをグリッド構造の天井に取り付ける場

合、天井タイルによっては埋め込み型にするものもあります。したがって、2つの違う形の天
井クリップの、埋め込み型（Recessed）と同一面型（Flush）のレールを使用できます。

新しく設置する場合はAIR-BRACKET-2が推奨されます。これには少し余分の空間があり、複
数のモジュールを持つ初期のアクセスポイントにも対応できるため、真の意味でユニバーサル

ブラケットと言えます。

図 12 :天井グリッドクリップへの取り付け用に違う形のクリップを使用可能

チャネルレールアダプタ

図 14に示すような天井チャネルレールに APを取り付ける場合、オプションのチャネルアダ
プタAIR-CHNL-ADAPTERを使用します。これは2個組で付属していて、前述の天井グリッド
クリップに取り付けます。

シンレール（埋め込み型天井レールともいう）は多くの場合、図のようになっています。
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図 13 :埋め込み型天井レールシステムの例

図 14 :シンレール（埋め込み型レール）天井で使用されるチャネルレールの例

図 15 : AIR-CHNL-ADAPTER（左）をレールにスライド
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図 16 : AIR-CHNL-ADAPTERをレールクリップ（左）に取り付けて設置完了（右）

発注時の製品番号は置換番号なので、末尾が「=」です。（注）

AIR-AP-T-RAIL-R=天井グリッドクリップ–埋め込み

AIR-AP-T-RAIL-F=天井グリッドクリップ–同一平面

AIR-AP-BRACKET-1=APブラケット–低プロファイル

AIR-AP-BRACKET-2=APブラケット –ユニバーサル

AIR-CHNL-ADAPTER=チャネル用追加アダプタ–レール天井グリッドプロファイル

オプションの AIR-AP-BRACKET-3を使用して APを直接タイルに設置す
る

このブラケットは AP 2800および AP 3800シリーズと互換性がありません。（注）

このブラケットを現在設置済みで、新しいAP 2800およびAP 3800シリーズに移行する場合、
既存のタイルを引き続き使用し、Oberon Wireless（シスコパートナー）から入手可能な新しい
タイル内取り付けを利用できる可能性があります。

すべての場合に対応するために、既存のAIR-BRACKET-3の概要を示します。導入中にこのよ
うな状況に遭遇した場合、より良く理解できます。多くの病院など、カーペット敷きエンター

プライズ環境では合理化された外観が好まれ、タイルに APを直接設置することがあります。
これはオプションの Cisco AIR-AP-BRACKET-3を使用して、以前の Cisco AP製品で実施でき
ます。

このブラケットを使用する場合、「ビューティーリング」をテンプレートとして使用して、タ

イルを切り取ります。タイルはカーペットナイフや Dremelまたは Rotozipなどの回転切削工
具のような電気工具で切断できます。タイルには非常に多くの形態があり、簡単に切断できる

ため、シスコではカスタムのカットタイルを提供していません。

APは天井の上で、タイルの長さにわたって延びる金属製レールによって支えられます。これ
は、タイルがぬれたり、別の要因で役に立たなくなったりした場合に APを支えます。機械固
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定ネジで APをしっかりと天井に引き上げ、ブラケットにはめ込みます。さらに、Kensington
形式のロックを使用すれば、APの物理的セキュリティを維持できますが、一度取り付けると、
タイル前面から APを抜き出すことができないため、タイルを外さずに APを取り外すことは
困難です。

図 17 : APをタイルに直接設置するためのオプションの AIR-AP-BRACKET-3

このブラケットは AP-1040、1140、1260、1600、2600、3500、3600、3700シリーズアクセス
ポイントに適合しますが、2800および 3800シリーズとは互換性がありません。

（注）

Oberon Wirelessからのタイル内取り付けを使用する
図 18 : Oberonタイル内およびタイル上取り付けソリューション

Cisco Aironet 2800/3800シリーズ Access Point導入ガイド
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また、Oberonはアクセスポイントを天井と同一平面上に取り付けることができる金属製の固
定キャビネットを提供します。これは病院の感染管理区域やより高度な物理セキュリティが必

要な場所でしばしば使用されます。

APの壁面取り付け
壁面への取り付けが必要な場合、壁はワイヤレス信号への物理的な障害物になる可能性があ

り、そのため360度のカバレッジの維持が壁によって損なわれる可能性があることを理解する
必要があります。壁が外壁である場合および/または目標として代わりに 180度のパターンで
信号を送信する場合、AP 2800eまたは AP 3800eの使用を想定して、「パッチ」アンテナと呼
ばれることも多い方向性アンテナを選択する方がよい場合もあります。代わりに、AP2800eま
たは AP 3800eを使用します（垂直を指向するダイポール付）。

図 19 :垂直面に取り付ける場合のダイポールアンテナの正しい向き
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図 20 :内部アンテナ付きのユニットは壁面取り付けを避ける

内部アンテナ付きのユニットを図 20 :内部アンテナ付きのユニットは壁面取り付けを避ける
に示す向きで壁面に取り付けるのは避ける必要があります。ローミングが問題でないのであれ

ば、AP 2800iおよび AP 3800iは Oberonの取付金具を使用する必要があります。たとえば、
ホットスポット、キオスク、または大規模な均一のカバレッジが不要な極めて小さい場所の領

域です。

（注）

Cisco Aironet 2800/3800シリーズ Access Point導入ガイド
17

物理ハードウェアおよび取り付けオプション

APの壁面取り付け



図 21 :壁面取り付けのサードパーティオプション

APのカラーの変更
APの色を変更したい場合には、APに塗装すると保証が無効になるため、色付きビニールテー
プを使用するか、Oberonの色付きプラスチックカバーを使用することを考慮してください。

図 22 : APのカラー変更、カスタムロゴの追加、または LEDを隠すためのサードパーティオプション

クリーンルーム（医療機関）

多くの病院および工場では、周囲環境をしっかりとふき取り、化学薬品（多くの場合、清掃と

殺菌性能を持つ希釈された液体）を軽く吹きかける必要があります。Cisco AP 2800および AP
3800は、企業および業界クラスのコンポーネントを使用したWi-Fiチップセットで設計されて
います。これにより、APラックはプレナム定格を満たし、通気口をなくすことができるため、
このユニットはこのような用途に最適です。
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AP 2800および AP 3800シリーズで使用されているプラスチック材料は Lexan 945です。この
材料は、Sterisの化学製品である商標名 SPOR-KLENZを用いて、クリーンルーム用途に試験
されました。参照先 http://www.sterislifesciences.com/Products/
Surface-Disinfectants-Cleaners-and-Alcohols/Sporicides-Sterilant/
Spor-Klenz-Ready-To-Use-Cold-Sterilant.aspx

（注）

図 23 :サードパーティの固定天井取り付け

天井タイルの上

AP2800およびAP3800はプレナム空間（UL-2043）の設置に対して定格が定められています。
天井に何も見えないように APを設置することを選ぶお客様も多くいます。場合によっては、
美観上の理由からこの方法が好まれ、お客様は吊り天井の上に APを設置できます。この方法
は、教室や、天井には目視できるものがないことがポリシーで規定される領域など盗難が多い

場所にも好まれる場合があります。

これが厳しい要件である場合、Ericoや Cooperなどのサードパーティ企業が提供しているオプ
ションの Tバーハンガーアクセサリを使用できます。Erico Caddy 512aやCooper B-Line BA50a
などの Tバーグリッド Tバーハンガーを使用できます。
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図 24 : APを天井タイルの上に吊り下げる方法の例

詳細については、次の付録および項を参照してください。

http://www.erico.com/

http://www.cooperindustries.com/

さらに、Oberonもタイル上のソリューションを提供します。

図 25 : Oberon Model 1045：天井上ハンガーキット：この中にはハンガーバーとワイヤのほか、天井タイルに埋め込む
ことができる照明パイプが含まれているので、天井タイルを持ち上げることなく、下からステータス LEDを確認でき
ます。

天井の下への取り付けが選択できない場合のみ、天井タイルの上に APを設置してください。
タイルは導通状態でないことが必要です。このような設置では確かに音声や場所などの高度な

RF機能が低下する可能性があるため、カバレッジとパフォーマンスを検証してください。AP
をタイルの内側中央にできるだけ近い場所に取り付け、障害物のある領域は避けるようにして

ください。

（注）
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図 26 :天井タイルの上に APを設置：障害物のない場所を選択し、天井の散乱物を避ける
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第 4 章

フレキシブルラジオアサインメント（ソ

フトウェアの概要）

•フレキシブルラジオアサインメント（ソフトウェアの概要）（23ページ）

フレキシブルラジオアサインメント（ソフトウェアの概

要）
AP 2800および 3800には柔軟な無線アーキテクチャが含まれています。ある意味でAPはトラ
イバンド無線です。なぜなら、クライアントとネットワーク内のさまざまな機能に割り当て可

能な別のフレキシブルラジオ（XOR無線という）にサービスを提供する専用の 5-GHz無線を
含むからです。

フレキシブル無線は、AP 3700用の Cisco WSSI/WSMモジュールで使用されていた、以前の
XOR無線に似ています。しかし、この新しい柔軟な無線モジュールは 2.4-GHzまたは 5-GHz
のどちらかでクライアントにサービスを提供するか、メインの 5-GHz無線がクライアントに
サービスを提供する間に柔軟な無線上で2.4-GHzまたは5-GHzの両方をシリアルにスキャンす
るように構成することができます。
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図 27 :フレキシブルラジオアサインメント

フレキシブルラジオアーキテクチャ（FRA）システム
専用の 5–GHz無線に加えて、AP2800および AP 3800などの FRA対応 APには追加の統合
2.4/5–GHz XOR「選択可能無線」があり、柔軟性を高めています。

FRAシステムは以下の構成を持つ特殊な XOR無線を使用します。

•同じシリコン基盤の 2.4-GHzおよび 5-GHz

•クライアントへのサービス提供に 2.4-GHzまたは 5-GHzを選択可能（デフォルトは
2.4-GHz）

•すべての 2.4-GHzおよび 5-GHzチャネルのシリアルスキャンが可能（モニタ「WSM」
モード）

•役割選択は手動または自動 RRM

• 3700向けの以前のWSSIまたはWSMモジュールは設計上 XOR

•この機能は AP 2800および AP 3800に統合

FRAシステムの利点は多数あり、次の問題に対応します。

• 2.4-GHz過剰カバレッジの問題を解決

• 2つの異なる 5-GHzセルを作成して、使用可能な通信時間を倍増

• 1つのイーサネットドロップを持つ 1台の APが 2台の 5-GHz APのように機能

•通信時間を効率化させるためのマクロ/マイクロセルの概念を導入

•より大きなカバレッジセル内の 1つのエリアにより多くの帯域幅を適用

•非線形トラフィックの処理に使用可能
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• 1台の APで高密度エクスペリエンス（HDX）を拡大

• XOR無線はバンドサービスクライアントまたはモニタモードでユーザ選択可能

内部アンテナ（「I」シリーズモデル）で FRAを使用すると、2台の 5-GHz無線をマイクロ/
マクロセルモードで使用できます。外部アンテナ（「E/P」モデル）で FRAを使用すると、2
つの完全に分離したマクロセル（ワイドエリアセル）または 2つのマイクロセル（スモール
セル）を作成できるようにアンテナを配置し、HDXまたは任意の組み合わせを実現できます。

Cisco Aironet 2800/3800シリーズ Access Point導入ガイド
25

フレキシブルラジオアサインメント（ソフトウェアの概要）

フレキシブルラジオアーキテクチャ（FRA）システム



Cisco Aironet 2800/3800シリーズ Access Point導入ガイド
26

フレキシブルラジオアサインメント（ソフトウェアの概要）

フレキシブルラジオアーキテクチャ（FRA）システム



第 5 章

マイクロ/マクロセルでのクライアント
ローミング

•マクロおよびマイクロセルの概要（27ページ）

マクロおよびマイクロセルの概要
従来 APが広範囲のカバレッジを持つ領域では、APに近接して接続されたクライアントのス
ペクトル効率が最も高くなります。なぜなら、近いフィールドに存在し、遠くのクライアント

が低いデータレートでネゴシエートするのに対して、一般に最高のデータレートでネゴシエー

トするからです。遠くにある低いレートのクライアントは、より近くのクライアントがより高

速のレートで動作するのに比べて、通信時間が余計にかかりがちです。このため、非線形トラ

フィックが生じ、クライアントが通信時間を奪い合うので全体的なチャネル使用率が増加しま

す。

図 28 :単一の 5 GHzおよび 2.4 GHzセル（デフォルトモード）チャネル使用率 60%
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上の図では、遠くにあるクライアントほど通信時間が長くなっています（より長く、より遅い

レートのパケットを送信）。2.4–GHzチャネル（チャネル 1）は一般に 5–GHzよりも伝播距離
が長いため、2.4–GHz無線はしばしば冗長で、無効になる場合もあります。そこで、APはマ
クロ、つまり大きなセルモードで単一の 5–GHzセルをカバーするようになりました。

FRAを使用して、無線リソース管理を使用する追加の 5–GHzセルを自動的に有効にするか、
XOR無線をデフォルトの 2.4– GHzから追加の 5–GHzセルに切り替えることを手動で決定する
ことができます。

図 29 :マイクロ（黄色のセル）とマクロ（緑色のセル）を作成するデュアル 5 GHz APとしての FRA XOR無線の有効化

FRAを最適化してアクセスポイントが 2つの 5–GHz無線を持てるようにすることで、過剰な
2.4–GHzカバレッジの問題が解決されると同時に、RFが完全に異なる 2つの 5–GHzセルが作
成されます。これにより5-GHzクライアントが使用可能な通信時間が2倍になるだけでなく、
スペクトル効率を良くするために複数の同様のクライアントをまとめることで、クライアント

スループットも最適化されます。

近くに存在するクライアントが速度の遅い遠くのクライアントと通信時間を競うことでチャネ

ル使用率が 60%になる代わりに、似たデータレート特性の同じようなクライアントはグルー
プ化されます。

その結果、チャネル使用率は、チャネル 36で 20%、チャネル 108で 24%に減少します。

現在、マクロ（緑）とマイクロ（黄）のセルは両方とも設計上同じ SSIDを使用しています。
今後のリリースでは別の SSIDが許可される見込みです。

マクロセルからマイクロセルへのクライアントローミング

最も可能性が高いシナリオはクライアントが初めにマクロセルにアソシエートすることです。

なぜなら、マクロセルは設置面積がより大きく、より大きなRF電力で送信するからです。そ
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のため下図では、-55 dBmというマイクロセルしきい値を上回る RSSIを APでもつすべての
クライアントがマイクロセルに移動します。

注：-55 dBmはデフォルトですが、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して設定
可能です。これらのオプションの設定の詳細については、RRMガイドおよび他のリソースを
参照してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/wireless-lan-controller-software/
products-technical-reference-list.html

（注）

しきい値に加えて、クライアントが 802.11vをサポートする場合、アソシエートで APはマイ
クロセル BSSIDを唯一の候補として .11v BSS移行要求を送信します。非 .11vクライアントの
場合、.11kネイバーリストと関連付け解除パケットを送信します。他の方法や最適化は調査中
です。

図 30 :マクロセルからマイクロセルへのセル間ローミング

マイクロセルからマクロセルへのクライアントローミング

クライアントが最初にマイクロセルにアソシエートする場合は、可能性は低いですが、確実に

デバイススキャンとヒアリングされるチャネルに基づいて行われます。この場合、-65 dBmと
いうマクロセルしきい値を下回る RSSIを APで持つクライアントは、デフォルトでマイクロ
セル -65 dBmに移動します。このデフォルトもユーザ CLIで設定可能です。

アソシエートでクライアントが 802.11vをサポートする場合、APはマクロセル BSSIDを唯一
の候補として 11v BSSの移行要求を送信します。

非 .11Vクライアントの場合、システムは 11Kネイバーリストと関連付け解除パケットを送信
します。
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図 31 :マイクロセルからマクロセルへのセル間ローミング

「I」シリーズアクセスポイントのマイクロおよびマクロセル
AP 2800iおよび 3800iは統合アンテナを持っているため、FRAが有効でデュアル 5-GHz動作が
選択されている場合、非 FRA無線のみがマクロセルまたはマイクロセルの役割を実行しま
す。5-GHz用に有効になっている XOR FRAははるかに低い電力を使用して動作する必要があ
るので、マイクロセルとして機能する必要があります。

外部アンテナを持つ「E/P」シリーズはマイクロセルまたはマクロセルを任意に組み合わせて
動作可能です。

（注）

FRAテクノロジーが出現する以前は、AP 2700およびAP 3700などのアクセスポイントがソフ
トウェアで専用無線を無線 0（2.4–GHz）および無線 1（5–GHz）として定義しました。WSM
モジュールなどの追加の無線が AP 3700に設置された場合、3番目の無線が無線 2として定義
され、「スロット 2」と呼ばれることがありました。

FRAにより、無線 0は 2.4-GHz無線ですが、5-GHz無線にすることもできます。そのため、
XORという用語が使用されます。

デフォルトで、FRAは 2.4–GHz無線として機能するため、標準の APの動作は、従来の AP
2700およびAP 3700が下図の四隅にあるデュアルバンドマクロセル（大きな黄銅色）アンテ
ナから動作する場合と同じです。また、非 FRA 5–GHz無線もマクロセルアンテナを共有しま
す。

FRA無線を 2.4–GHzから 5–GHzに変更した場合、FRA無線は 2.4–GHzのマクロセルアンテ
ナを使用できなくなり、別の 4つのマイクロセルアンテナのセットに自動的に切り替わりま
す。これは 2つの 5-GHz無線が同じアンテナを共有できないためです。
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マイクロセル 5-GHzアンテナはマクロセルアンテナの近くのフィールドで共存するよう設計
されていますが、次の注意事項があります。

1. チャネルは 100-MHz未満に接近させないでください（RRMにより禁止されます）。

2. マイクロセルアンテナはセルの設置面積を小さくするために水平極性でゲインが高くなっ
ています。

3. マイクロセルでの RF出力電力は大幅に削減されます。

4. SSIDを同じにする必要があります（今後のリリースで変更される可能性があります）。

図 32 :組み込みアンテナシステムの写真と 3Dアンテナヒートマップ

図 33 :マクロおよびマイクロセルアンテナの放射パターンを比較するスミスチャート
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図 34 : 2.4 GHz 4 dBiマクロセルアンテナのスミスチャート放射パターン

「E/P」シリーズアクセスポイントの RF動作
アンテナ内蔵モデルとは異なり、外部アンテナモデルではデバイスの上部に4つのプライマリ
RP-TNCコネクタがあります。他にも 4つの RFコネクタが追加されており、デジタルコネク
タ（新しいスマートアンテナコネクタ）も 1個あります。

図 35 :スマートアンテナコネクタは「E/P」シリーズ製品の統合機能

スマートアンテナコネクタが使用されない場合、AP 2800および AP 3800「E/P」シリーズは
AP 3700とほぼ同様に機能し、2.4-GHz FRA無線と統合 5-GHz無線の両方が上部の RP-TNCコ
ネクタをデュアルバンドモードで共有します。
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これは Dual Radiating Element（DRE）またはデュアルバンドモードと呼ぶことがあります。（注）

ただし、アクセスポイントにスマートアンテナコネクタを挿入すると自動で認識され、自動

的に FRA（XOR無線）を、それまで 2.4 GHz/5 GHz DREモードだった上部のコネクタからス
マートコネクタポートへ切り替えます。これにより、クライアントと FRA無線に使用される
5 GHz無線用の上部コネクタが（モードを問わず）開放され、RF通信用のスマートコネクタ
が使用されます。

これを実行する際の柔軟性により、個別の単一バンド動作（SRE）から DRE動作まで、さま
ざまなタイプのモードを実現できます。アンテナ制御を変更する機能（SREまたは DREモー
ドで異なるポートから異なるバンドの 2.4 GHzと 5 GHzを送信）は、Cisco「Flexport」と呼ぶ
ことがあり、AP-1530シリーズで初めて導入されました。

図 36 :アンテナ制御（デフォルト）とスマートアンテナコネクタの設置

XOR無線の役割はソフトウェアで選択されます。動作可能なモードはバンド、クライアント
サービング、およびモニタモードです。RRM制御が必要な場合、これは手動または自動で設
定できます。
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図 37 : FRA（XOR）無線のデフォルトは 2.4 GHzクライアントサービングですが、ソフトウェアで選択可能です。

バンドを 2.4 GHzから 5 GHZに変更した場合、100 MHz幅の分離が必要です。

図 38 :設定チャネル帯が近すぎる場合のエラー

アンテナにスマートアンテナコネクタがある場合、APはどのタイプのアンテナが設定されて
いるのかを検知し、APを適切に設定できます。

RP-TNCアダプタ AIR-CAB002-DART-Rに対してスマートアンテナコネクタを使用すること
で、FRA（XOR）無線を幅広い用途に使用できるようになりました。具体的には、FRA（XOR）
無線上の RFシステムで 4つの外部 RP-TNCコネクタを使用することで、多くの用途に対応し
ます。
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図 39 : Ciscoスマートアンテナアダプタ AIR-CAB002-DART-R

DARTと呼ばれることがあるスマートRFアンテナコネクタはXOR無線からデジタル信号（最
小 18）と 4つのアナログ RFポートを搬送します。

DARTという用語は、このタイプのコネクタに対する Amphenol社の商標名です。（注）

内部モデルと異なり、スマートコネクタにより両方のアンテナシステムは互いに離れた場所

に設置することが可能で、内部モデルでは不可能な導入を可能にします。たとえば、2つの
5-GHzマクロセルを作成することや、5-GHzセルを異なるエリア（屋内または屋外）または工
場またはスタジアム内の異なるカバレッジエリアに分離することが可能になりました。

お客様独自の要件により、2.4-GHz RF動作を 1つのアンテナセットで行い、5 GHzをまった
く異なるアンテナセットで行う場合がありますが、これも実現可能です。
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図 40 :スマートアンテナケーブルアダプタと Cisco外部全指向性アンテナ

両方のアンテナセットの物理的な間隔を空けることができるため、多くの新しい RF設計の
チャンスが生まれ、さまざまなタイプの新しい独特な設置を実現できます。

次のような導入オプションがあります。

1. 1台の APを使用する全指向および双方向導入（病院の病室および長い廊下を想定）

2. マイクロおよびマクロセル導入の任意の組み合わせ

3. スタジアムアンテナを使用し、2つの異なる 5-GHzカバレッジセルを 1台の APで実施可
能

4. 高い天井（工場および倉庫での導入）では、バックツーバックの 6 dBiパッチアンテナを
使用可能

5. 2つの 5-GHz無線を使用する APでは、アンテナを 1本追加してカバレッジを 2倍にする
ことが可能

6. 会議センターなどの場所では、既存のイーサネットケーブル方式で容量を倍増可能

7. 1台のアクセスポイントで屋内と屋外の両方の導入をサポート可能

8. アクセスポイントは 5-GHzクライアントにサービスを提供しながら、完全な 2.4 & 5-GHz
ワイヤレスモニタ無線の実行可能

スマートアンテナコネクタとデュアル 5-GHzモードを使用する際の注意事項は次のとおりで
す。

1. チャネルは必ず 100 MHzの分離幅を確保してください。
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2. 1本のアンテナのエネルギーが別のアンテナへ向かうような取付は避けてください。

3. 理想的には、あるアンテナが全指向性であれば、物理的な間隔を 6フィート（2 m）空け
ます。

4. マイクロセル（非常に低い電力）を使用する場合、アンテナどうしを近づけることができ
ます

5. 物理的に分離していれば、マイクロ/マクロの任意の組み合わせが可能です。

6. SSIDを同じにする必要があります（今後のリリースで変更される可能性があります）。

図 41 :「E/P」バージョンを使用して 2つのマクロセルを作成する例はサポート可能
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第 6 章

アクセスポイント 2800および 3800で使用
が承認されているアンテナ

図 42 : 2800E/3800E/3800Pで使用が承認されている外部アンテナの一覧

上記の一覧は FCC –Bドメインを使用する米国の劇場で使用が承認されているアンテナです。
新規の –B製品は正しいアンテナを使用すれば屋外使用が可能です。お客様は -Pバージョンを
使用しない場合、米国では屋外での UNII-1バンドの使用を避ける必要があります。
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第 7 章

AP 2800および AP 3800の電源オプション

ワイヤレステクノロジーが進歩する度に、アクセスポイントで使用できる無線の数、処理能

力、メモリが増加しています。2001年、AP-350アクセスポイントはただ 1つの 2.4 Ghz無線
と必要電力がわずか 6ワットのプロセッサを備えていました。これらの初期の PoEアクセス
ポイントは 2000～ 2003年に開発された初期の 802.3af（15.4W）電力システムを使用して完全
に機能していました。

図 43 :初期の AP-350は 6ワットを使用。新しい AP 3800には 802.3atまたは PoE+が必要

その後、PoE標準は 802.3atにおいて、給電側機器（PSE）で最大 30ワットを供給するように
なりました。AP-1850およびAP-3700など、シスコの以前のアクセスポイントの多くは高給電
の 802.3atおよび PoE+で最適に機能しますが、古い 802.3af 15.4W電力システムから電源を供
給される場合は「抑制機能」で動作します。

XOR無線を含む先進機能の導入により、こうした高性能アクセスポイントを旧来の 802.3af
（15.4W）電力システムで動作させるのは全く現実的ではなくなりました。このような古いシ
ステムを所有されているお客様は、最適なパフォーマンスを得るために802.3at（30W）PoE機
器にアップグレードするか uPoEをサポートするシステムにアップグレードする必要がありま
す。または、ミッドスパンインジェクタまたはローカル電源といった異なる給電を使用する必

要があります。注：AP 2800および AP 3800が 802.3af電源から給電される場合、LEDは周期
的に色が変化し、無線は無効になります。
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AP 2800および AP 3800は次のようなより高度な機能を持っているため、パフォーマンスのた
めに電力が必要になります。

1. 各無線バンド専用のマイクロプロセッサとメモリ

2. アクセスポイントとイーサネット機能を管理するデュアルコアプロセッサ

3. 追加の XOR無線およびアンテナスイッチング回路、トランシーバ数が 12に増えた無線

4. 完全なスペクトラム解析と干渉検出を実現する Cisco CleanAirシリコン基盤

5. 古いクライアント接続とパフォーマンスを向上させる強力な Cisco ClientLink（レガシー
.11a/g/nおよび .11ac Wave 1ビームフォーミング）、IEEE仕様は 802.11ac Wave 2クライア
ントの TxBFのみに制限されます。

6. 追加（補助）のイーサネットポート、USB、160 Mhz/デュアル XORなどの高度な無線機
能

7. スマートアンテナ機能（WSMモニタモードと拡張ロケーション）のサポート

8. 802.3bz（NBASE-T）mGigイーサネットサポート（AP 3800）

9. モジュラ技術を使用した将来のハードウェア拡張性（AP 3800）

さまざまなタイプの PoE給電標準の概要：

• Cisco Pre-standard PoE：最初の実装 6～ 7ワット（2000～ 2001年）*

• Cisco Pre-standard PoE：CDP経由で最大 10～ 15ワットをネゴシエートするためにアップ
グレード（2001～ 2003年）

•最大 15.4 Wの電力を供給する IEEE 802.3af PoEメカニズム（2003年 7月）*

•最大 30 Wを供給する IEEE 802.3at PoEメカニズム（2009年）*

•最大 60 Wの電力を供給する Universal Power over Ethernetの UPoE Ciscoメソッド（2014
年）*

*はこれらがおよその日付であり、PoEが電源で必要な最大電力で定義されていることを示し
ます。

（注）

Cisco AP 2800および AP 3800は 802.3at電力システムで容易に機能します。モジュールサポー
ト（AP 3800）などの高度な機能では、Cisco UPoEが使用可能です。
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図 44 : AP 2800および AP 3800には 802.3at以上の PoE電源が必要

802.3at以上の電源が使用できない場合、次の Ciscoミッドスパンインジェクタを使用できま
す。

図 45 : AP 2800および AP 3800用の低コスト 802.3at GbEインジェクタ（mGigが不要な場合）

802.3bz（mgig/N-BASE-Tとして知られている）対応可能な追加のミッドスパンインジェクタ。

図 46 :計画されているミッドスパンインジェクタ
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CiscoAP 2800はローカル電源をサポートしていません。しかし、AP 3800には PoE電源が使用
できない用途で使用可能な、新しい高ワット電源があります。

（注）

図 47 :ホワイト電源およびコード

図 48 : AIR-PWR-50装置：スペア部品 # AIR-PWR-50=

次のミッドスパンデバイスは AP 2800 AP 3800と互換性がありません。

•ミッドスパンインジェクタ：AIR-PWRINJ、AIR-PWRINJ2、AIR-PWRINJ3、AIR-PWRINJ4、
および AIR-PWRINJ5

•ローカル電源：AIR-PWR-A、AIR-PWR-B、および AIR-PWR-C

（注）
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第 8 章

AP 3800およびマルチギガビットイーサ
ネット（mGig）

マルチギガビットイーサネット（mGig）、N-BASET、802.11bzはすべて、CAT-5eなどの既存
のインフラストラクチャの配線を使用して高速化（1 Gを超える）を実現できる方式です。目
標は既存のケーブル構造を置き換えずに企業内で最大 5倍の高速化を提供することです。

AP 2800は直接 mGigをサポートしていませんが、これらは AP 2800でも必要な電力を供給す
るための最適なスイッチです。

（注）

AP 3800向けの推奨 mGigスイッチおよび PoEソリューションは次のとおりです。

図 49 : mGig対応スイッチのシスコ製品群
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理想的には、IEEE 802.3bz（mGig。N-BASETとも呼ばれる）をサポートするスイッチは、
CAT-5などの古いケーブルシステムを使用して最高速のイーサネットを提供し、最近の PoE
デバイスに対して +30Wを提供します。

図 50 : Ciscoマルチギガビットは従来の CAT5eケーブルシステム上で 1 Gを超える速度を実現

ケーブル配線構成と Ciscoマルチギガビットイーサネットについては次の関係があります。

1. 最大 1 Gのデータレートでは 62.5 MHz帯域幅が必要です（Cat 5eは 100 MHz）。

2. 最大 2.5 Gのデータレートでは 100 MHz帯域幅が必要です（Cat 5eは 100 MHz）。

3. 最大 5 Gのデータレートでは 200 MHz帯域幅が必要です。これは規定されている Cat 5e
100 MHz帯域幅を超えますが、Cat 6ケーブルの範囲内です。

主な要点は、Cat 5e上の 5 G運用では、Cat 5eケーブルを仕様の範囲外で使用するため、特定
のケーブル構成を使用する場合に問題が発生する可能性があるということです。

図 51 :最大 5 Gのレートでの Ciscoマルチギガビットケーブルサポート

*バンドル、つまり複数のケーブルが同じパイプ中にある場合の混線問題に注意してください。
高密度ケーブルバンドルを使用する場合は Cat-5eを 30～ 50 m以下に保ちます。たとえば、
パイプなどの高密度のエリアにあるケーブルや5本以上のケーブルをバンドルに束ねる場合が
該当します。
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図 52 : Ciscoマルチギガビットの距離制限

図 53 : Ciscoマルチギガビットの距離制限
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第 9 章

米国の劇場向けの新しい -B規制ドメイン

米国の FCC規則が最近変更になり、2016年 6月 2日付で製品は -Aドメインから -Bドメイン
に移行する必要があります。-Aドメインを使用するアクセスポイントは 6月の期限後も引き
続き米国内で稼働することは可能ですが、6月 2日以降に製造または販売されるすべてのアク
セスポイントは -Bドメインである必要があります。

以下に新しい規則（FCC命令 14-30）の要件の概要を示します。

• U-NII 1バンド（5150-5250 MHz）は屋外の使用に対して許可されます。（+4チャネル）

• U-NII 1バンド（5150-5250 Mhz）で許可される TX電力レベルは 1Wに増加され（屋内、
屋外、ポイントツーポイント）、屋外で使用される場合は水平 30度を超える EIRPが厳
しく制限されます。

•端末ドップラー気象レーダー（TDWR）バンド（チャネル 120、124、128）は、DFS
（DynamicFrequencySelection）保護の新しいテスト要件により再オープンされます。（+3
チャネル）

• U-NII3（5.725-5.85 GHz）の新しい電源スペクトル密度と上下バンドエッジ出力要件

図 54 : -Bドメインの新しいチャネルを示すスペクトル図
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シスコは積極的にこの新しい FCC命令を実装しています。

•シスコのWLAN製品は新しい FCC規則に準拠します。

• -Bドメイン SKUのオーダー受付開始時期の計画

•最近の新しいAPシリーズはすでに -Bをサポートしており、オーダー可能です。今後
のすべての新しい APシリーズは FCCの –Bをサポートすることになります。多くの
APシリーズはすでに –Bオーダー可能になっています。

• –Aおよび UX SKUの米国への販売は 2016年 5月 1日付で規制が開始されます。

•ソフトウェアアップグレードは –Bドメイン APをサポートする必要があります。

• –BAPの導入を計画していない米国のお客様はソフトウェアをアップグレードする必
要はありません。ただし、6月の FCC期限後に –B APの導入を計画する場合はアッ
プグレードが必要になります。

• -Aおよび -Bドメイン APは同じネットワーク内で問題なく共存できます。

• 6月の期限後の -A装置の RMAでは -Aが戻されます。

AP 2800および AP 3800に関する準拠の一般的な考慮事項を以下に示します。

•米国のお客様向けに、「-B」ドメインは現在、AP 3800で使用されています。米国のお客
様は米国ベースのお客様向けに –Aドメインを注文することはできません。「-A」を使用
するそのほかの国については変更ありません。この変更は米国にのみ適用されます。この

新しい「-B」ドメインは米国内で許可される新しいチャネルと送電をサポートします。

•お客様の国における使用認可をご確認ください。特定の国に対応する認可、または特定の
国で使用される規制ドメインを確認するには以下を参照してください。http://www.cisco.com/
go/aironet/compliance

•すべての規制ドメインで認可されているわけではありません。認可され次第、グローバル
価格表に製品番号が記載されます。

Cisco Aironet 2800/3800シリーズ Access Point導入ガイド
50

米国の劇場向けの新しい -B規制ドメイン

http://www.cisco.com/go/aironet/compliance
http://www.cisco.com/go/aironet/compliance


第 10 章

スタジアムおよび過酷な環境

スタジアム、運動用エリア、オープンな庭園空間、倉庫のフリーザーなど、APが外気にさら
される可能性のある過酷な環境に APを設置することを希望するお客様は、NEMAタイプの
ラックを使用することができます。

アクセスポイントによっては NEMAラックでの屋外導入向けには保証されていない場合があ
ります。これは、世界各国で異なります。たとえば規制機関によっては、APが冷凍庫や庭園
のエリアでなどの屋内で使用される場合に AP屋外 NEMラックを許可し、屋外での使用は禁
じている場合があります。これは、気象レーダーのコンプライアンス、多くの場合 UNII-1に
関して異なるようです。シスコアカウントチームまたは地元管轄の通信規制機関に確認して

ください。

（注）

図 55 :底面に圧力ベントがある NEMAラックの例

NEMAタイプのラックは次のようなサードパーティによって供給されています。
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http://www.oberonwireless.com/

http://www.sparcotech.com/

http://www.terra-wave.com/

NEMAタイプのラックを使用する場合は、雨水や湿気がケーブルを伝ってラックに侵入しない
ように、ケーブルをラックの下部から外に出すようにしてください。また、ラックの色は、熱

価に影響する可能性があります。たとえば、日の当たる場所では、黒いラックは白いラックよ

りも非常に熱くなります。水分蓄積を防ぐために圧力ベントを使用することもできます。
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第 11 章

高振動の領域

アクセスポイントが「サイドアーム」タイプの取り付けで設置されているか、高振動が生じ

る可能性のある場所に設置されている場合は、パッドロックまたは金属製ピンを使用して、AP
が振動で緩んでブラケットから落ちないようにすることが推奨されます。

図 56 :金属部品
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第 12 章

参考資料

すでにこのドキュメントで提供されている URLに加えて、関連情報へのリンクを以下に示し
ます。

• AP 2800データシート： http://www.cisco.com/c/en/us/products/wireless/
aironet-2800-series-access-points/index.html

• AP-3800データシート： http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/wireless/
aironet-3800-series-access-points/datasheet-c78-736498.html

•以前の導入ガイド（55ページ）

以前の導入ガイド
• LAGおよびMU-MIMOの概要： http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/
technotes/8-1/1850_DG/b_Cisco_Aironet_Series_1850_Access_Point_Deployment_Guide.html

•スタジアム、倉庫、工場、および空間ストリームデータレートなどのその他のRF理論の
概要： http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/technology/apdeploy/8-0/Cisco_Aironet_
3700AP.html

• mGigの概要：

• http://blogs.cisco.com/enterprise/
introducing-cisco-catalyst-multigigabit-technology-to-future-proof-your-network-for-802-11ac-wave-2

• http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise-networks/catalyst-multigigabit-switching/
index.html

• http://www.cisco.com/c/dam/en/us/products/collateral/switches/catalyst-4500-series-switches/
at-a-glance-c45-733656.pdf

• mGigの FAQ： http://www.cisco.com/c/dam/en/us/solutions/collateral/enterprise-networks/
catalyst-multigigabit-switching/multigigabit-ethernet-technology.pdf
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第 13 章

よく寄せられる質問（FAQ）

1. AP 2800と AP 3800の違いは何ですか。

AP 3800には、AP 2800にはない以下のような機能が搭載されています。

• mGig

•オプションモジュールのサポート

• RFフィルタとセルラーの共存およびモジュール RFの分離

•ローカルの DC電源コネクタ

•屋外とスタジアムの用途用にオプションで 3800Pバージョンとして使用可能

2. フレキシブルラジオアーキテクチャの利点は何ですか。

ほとんどの場所では 2.4-GHzのカバレッジが多数あるため、FRAを使用すると、以前は
2台のAPを必要としていた設置をデュアル5-GHz無線が置き換えることができるので、
導入が必要な物理 APの数が減少します。

•フレキシブルラジオアサインメント

•追加の XOR無線（必要な場合）をWSMモジュール（チャネルスキャンから
外して）と同様に機能させながら、プライマリ 5-GHz無線がクライアントに
サービスを提供することができます。

•単一の APが 2つの 5-GHz無線をサポートできるようになったので設置コスト
が削減されます（APの数が少ないほど美しくなります）。これはアーキテク
チャ設計の柔軟性をもたらし、必要なイーサネットドロップの数を削減できま

す。

•デバイスベースのロケーションの正確性を高め、クライアントは同じ APのマ
イクロセルからマクロセルにローミングできます。

•プライマリ 5-GHz無線がクライアントにサービスを提供するのと同時にセカン
ダリ 5-GHz無線を使用して、より幅広い 160MHzまたは新規チャネルが使用可
能になる際にテストを有効化できるため、パフォーマンスを制限せずに新機能

を実現できます。
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• RFネットワーク分離を可能にします（例：一方の無線にゲストアクセスしな
がら、他方の無線に企業アクセスする）。

•統合アンテナ「I」シリーズモデルを使用するフレキシブルラジオ、アンテナ、お
よびオプション

• 1つの無線を HDXマイクロセル用にセットアップし、2番目の無線をマクロ
セル用にセットアップできます。

•両方の無線をHDXタイプカバレッジ（マイクロ/マクロ）セル用に設定できま
す。

•外部アンテナ「e」シリーズモデルを使用するフレキシブルラジオ/アンテナオプ
ション

•両方の無線を外部アンテナモデルを持つマイクロセル用に HDXモードでセッ
トアップできます。

•両方の無線を外部アンテナモデルのマクロセルモードでセットアップし、2つ
のワイドエリアセルを提供できます。

•各5G無線でさまざまなアンテナを使用し、さまざまなカバレッジパターン（全
方向および双指向）を実現できます。つまり、1つの無線が 1つのカバレッジ
セルにサービスを提供しながら、他の無線を別の教室または屋外のカバレッジ

で使用することができます。

•より大きな RF柔軟性を提供し、XORを専用の 5-GHzと DREモード（デフォ
ルト）またはSREモードと組み合わせ、5G/5Gまたは個別の2.4/5GまたはDRE
2.4 & 5G（デュアルバンドモード）を実現できます。

3. スマートアンテナコネクタとは何ですか。

Cisco Aironet AP�3802E、AP�3802P、AP�2802Eにはスマートアンテナコネクタがあ
り、フレキシブルラジオに直接接続されます。スマートアンテナがない場合は、フレキ

シブルラジオは 2.4 GHzだけのモードのままになります。スマートアンテナが接続され
ると、フレキシブルラジオは完全なフレキシブルラジオアサインメントモードで使用

され、デュアル5-GHz、ワイヤレスセキュリティモニタリング、および将来のモードが
利用可能になります。

スマートアンテナコネクタを使用して AIR�CAB002�DART�R=に接続し、任意の
RP�TNCベースの Aironetアンテナをスマートアンテナポートに接続できます。さら
に、将来のスマートアンテナが今後リリースされます。

4. 拡張モジュールスロットは何のために使用しますか。

AP 3802I、AP 3802E、AP 3802Pのモジュールスロットを使用して将来のモジュールを
挿入できます。

提案されているモジュールには次のようなものがあります。

• 3Gおよび LTEスモールセルオフロード
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• Bluetoothビーコン送信（BLE）

•新しい IEEE標準に準拠するための将来のWi-Fiアップグレード

•ビデオサーベイランス

• Linuxを使用するカスタムアプリケーション

5. 拡張モジュールスロットが側面にあるのはなぜですか。

サイドカーモジュールアーキテクチャにより、ネットワークエンジニアはアクセスポ

イントを取り付けブラケットから取り外すことなく、モジュールの追加や交換を行うこ

とができます。また、オプションのモジュールを AP内に装着するという制約から解放
します。

6. AP 2800および AP 3800はどのような種類のプラスチックからできていますか。また、
病院のクリーンルーム環境での使用に適していますか。

AP 2800およびAP 3800シリーズで使用されているプラスチック材料は Lexan 945です。
この材料は、Sterisの化学製品である商標名 SPOR-KLENZを用いて、クリーンルーム用
途に試験されました。 http://www.sterislifesciences.com/Products/
Surface-Disinfectants-Cleaners-and-Alcohols/Sporicides-Sterilant/
Spor-Klenz-Ready-To-Use-Cold-Sterilant.aspx

7. 仕様シートを見ていたところ、Cisco AP 1850は 4x4:4をサポートし、AP 2800/3800は
4x4:3をサポートしていることに気づきました。なぜAP1850はもう1つの空間ストリー
ムをサポートしているのですか。このことはどのように役立つのでしょうか。

AP 2800および AP 3800の設計時、シスコはデバイスに最適の技術を組み入れたいと考
えました。追加の空間ストリームではなく、デュアル 5-GHz 160MHzをサポートするト
レードオフが行われました。なぜなら、空間ストリームを追加しても実質的な利益はほ

とんど得られないからです。

良好な4-SSリンクを維持するためにはn+1本のアンテナが必要です（つまり、アンテナ
の最大数が 4の場合、4-ssクライアントをビーム形成できません）。また、4-SSクライ
アントはたとえ存在したとしてもほとんどありません。なぜなら、そうしたクライアン

トのバッテリ要件は禁止されているか、PCIカードまたはその他の「プラグインデバイ
ス」に制限されているからです。

そのため、MU-MIMO 4空間ストリームは利点のように思えますが、MU-MIMOの動作
はほとんど 3つの 1-SSユーザまたは 1-SSおよび 1つの 2-SSユーザに制限されます。有
利なのは単一の 4-SSクライアントがある場合だけで、利益は非常にわずかです。

シスコは長年、3-SSを使用して製品を開発してきました。シスコは 4番目のアンテナを
使用し、ClientLinkによるビーム形成を行い、送信ビームフォーミング（TxBF）なしで
合理的に維持可能な距離よりも長い距離で堅牢な 3-SS信号を維持しています。

Cisco ClientLink、CleanAir、160 MHz運用、FRA、mGigといった高度の機能を必要とし
ない、コストに敏感なお客様は、間違いなく AP 1850を使用して 4-SSを獲得できます
が、パフォーマンスは AP 2800および AP 3800に劣ります。
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8. 自動リンクアグリゲーション（LAG）は AP 2800および AP 3800でどのように機能し
ますか。

2800と 3800は両方ともプライマリイーサネットインターフェイスと AUXポートをま
たがって LAGをサポートします。これにより、アクセスポイントに 2 Gbpsのアップリ
ンクが提供されます。LAGで動作する場合、3800のマルチギガビットポートは単一の
GEポートとして動作します。

次の Ciscoスイッチングシリーズは APで LAGをサポートします。

• Catalyst 3850/全モデル（非融合アクセスモード）

• Catalyst 3650/全モデル（非融合アクセスモード）

• Catalyst 4500/Sup-8E

• Catalyst 6500/Sup 720以降

9. ClientLink 4.0とは何ですか。IEEE 802.11acWave-2ビームフォーミングとの違いは何で
すか。

ClientLink 4.0は Cisco Aironet®ワイヤレス LANアクセスポイントに組み込まれている
ビームフォーミング機能です。アクセスポイント（AP）が受信側クライアントに対して
信号を集約すると、そのクライアントがAPの伝送をより適切にヒアリングできるため、
スループットが上がります。ClientLinkにより、APがクライアント通信をより適切にヒ
アリングできるので、アップリンク（クライアントからAP）方向のパフォーマンスも向
上します。この結果、両方向でパフォーマンスが向上します。

比較すると、競合する多くの 802.11ac対応 APは、クライアントからアクセスポイント
まで、アップリンクのみの拡張を提供しています。また、多くの 802.11ac対応 APのサ
プライヤはダウンリンク拡張を802.11acのオプションの送信ビームフォーミング（TxBF）
に基づいて行っており、動作させるにはクライアントデバイスで TxCBFサポートが必
要となります。

Cisco ClientLink技術はアップリンクとダウンリンクの両方のパフォーマンス向上を実現
できる点で独特であり、その機能のためにクライアントデバイスに特別な機能は何ら必

要ありません。

ClientLinkはすべてのクライアントテクノロジーで動作します。サポートされる 802.11
アクセステクノロジー、ネットワークの状態、Wi-Fi APからのクライアントの距離に
よって決定される最適なレートで、各クライアントタイプが、常に動作することを確認

します。ClientLinkにより、最大クライアントレートが維持されます。

10. mGigおよび gigEポートのある 3800をラグモードで動作させることができないことに
気づきました（mGigのダウングレードなし）。

そのとおりです。mGigが存在する場合、LAGを使用する必要はありません。

11. AP 2800iおよび AP 3800iの内部アンテナのゲイン（dBi）はいくつですか。

5 GHzマクロセルアンテナは 5 dBi、2.4 GHzマクロセルは 4 dBiで、XOR無線（デュ
アル 5GHzモード時）は 6 dBi統合アンテナを使用します。
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12. PoEはプライマリポートでのみ許可されますか。あるいはセカンダリイーサネットポー
トを使用してデバイスに給電することも可能ですか。

プライマリイーサネットポートのみが Power over Ethernetとネゴシエートします。

13. このアクセスポイントにはどのくらいのシステムメモリがあるか教えてもらえますか。

1024 MB DRAMと 256 MBフラッシュです。

14. FRAと RRMのしくみについて詳細を理解したいのですが。

RRMのガイドを参照してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/
technotes/8-2/b_RRM_White_Paper.html

15. この製品は TKIPをサポートしますか。

レガシー TKIPはWi-Fiアライアンスで廃止されているので、この機能の実行は推奨さ
れません。シスコは医療関係のお客様が TKIPサポートを必要とするレガシー機器を使
用中であることを承知しています。1830、1850、2800、3800は現在 TKIPをサポートし
ていませんが、8.3MR1リリースでサポートする計画があります。
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